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４月５日（金）「スポーツ連盟大阪の花見で種目交流」は、バレーボール、ランニング、

テニス、スキー、バドミントン、ウォーキング、卓球の７種目から１８人が参加して大阪

城公園の桜の木の下で賑やかに繰り広げられました。 

場所取りと準備は、ランニングの加山氏、ウォーキングの加藤氏、府連盟の川野氏の３人

で２台の手押し車で大阪城公園へと繰り出し、例年と同じ場所で会場が取れて、ブ

ルーシート、毛布、机などをセットして、花見会場が出来上がり、後はみ

んなの来るのを待つばかりとなりました。 

周りにも多勢のグループが場所を確保して、賑やかな花見となりました。 

今年も一品持ち寄りで、いろんなおかずが揃い、湯豆腐、卵焼き、ギョー

ザ、たこ焼き、ハム、サラミソーセージなど、ワイン、ビールの差し入れもあ

り、桜も散るころで最高のコンディションの中、溝口さんのハーモニカ演奏で盛り

上がり、参加者の自己紹介などで

楽しい花見会になりました。  

新しく買った「パワーランタ

ン」の光でみんなの顔もきれいに

映し出され、ピンクの花とライト

で素晴らしいシュツエーション

をかもしだしての今年の花見会

となり、みんな満足げな笑顔で閉

会しました。 
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３月３０日（土）堺市、金岡公園体育館において、 

第３３回関西ブロック少年少女剣道大会が開催され

ました。 

 この大会は、毎

年春に開催され、

兵庫県と大阪が

持ち回りで開催

する運びとなっています。今年は、大阪府連盟が主管する番

で剣道関係者が早くから会場押さえなどで準備を進めてき

ました。 

 この日は小春日和の暖かさで会場には、早くから多勢の豆

剣士が防具をかついで集まってきていました。 

 遠くは、兵庫県、奈良県からバスを仕立てての参加もあり、

会場は豆剣士の熱気で体育館フロアーいっぱいにウォーミングアップの申し合わせ稽古に励んで

いました。 

 午前９時１５分には開会式が始まり、主催者を代表して、川野 弘之（大阪府連盟事務局長）が

豆剣士の健闘と審判や大会運営関係者への労をねぎらいました。 

 大会は、午前中は個人戦が８コートに分かれて、４０５人の出場で行われ、小学生

１年生の部から、中学生２～３年生の部まで、１１部門で競われました。 

 小学生１年生の部の豆剣士も日ごろの練習の成果を試合に発揮すべきメーン、ドォ

ーの気合のこもった試合に応援する各剣友会から大きな拍手が飛んでいました。 

 個人戦決勝戦は、各部門が一斉に開始され、応援の拍手も一段と大きくなっていま

した。小学生６年生の決勝戦は、選手宣誓をした藤井 優祐君が、最後にメーンが決ま

り優勝に輝いていました。 

 午後からは、団体戦が始まり小学生低学年の部、高学年の部、中学生の部に７１チ

ームの参加で熱戦が交わされていました。 

 今大会には、大阪、兵庫、奈良の３府県から２９剣友会の参加で、年に１回の大会

を楽しみにしての参加となっています。 

 団体戦も手に汗を握る好試合が続き、

小学生低学年の部は、剣竜会Ａ（大阪）、

高学年の部は照道館剣道会（兵庫県）、

中学生の部は北六甲台剣友会（兵庫）

が優勝の栄冠を獲得しました。 

 今大会の大会委員長の駒走 貞人さ

んは、審判員５０名と各コートの時計

係や運営に協力

していただいた

のべ７０名の皆

さんの協力と支

えがあっての大

会成功ですと、３

３回開催を続け

てきた重みを語

ってくれました。 

来年は兵庫県

での開催で、また

会いましょう。 

成績は次の通りです。⇒⇒⇒ 



 

 

３月３日（日）に奈良ウォーキングクラブ結成の会議が開かれ、長年の夢であった奈良

にウォーキングクラブが誕生しました。 

 当面は、４月２９日（祝）の関西交流ウォーク「近江八幡から眺望を楽しむ」に参加し

ていく事と、 

５月１４日（火）にミニフリーウォーキング大会、 

６月 ９日（日）當麻寺周辺ウォーキング、 

８月１８日（日）松田 誠先生の講演会、 

９月２８日（土）木津山城めぐりウォーキングと計画を立てられており、地方紙「奈良新

聞」の<奈良リビング欄>の取材も受けており、ゴールデンウィークに紹介されることにも

なっています。 

 がんばれ、奈良ウォーキングクラブがんばれ、奈良ウォーキングクラブがんばれ、奈良ウォーキングクラブがんばれ、奈良ウォーキングクラブと声援を送りたいと思います。 

 

 

 

４月７日（日）学研都市線「京田辺」駅に１０時に集合し

て７人の参加で「いにしえの京田辺を歩く」を実施しました。 

あいにくの雨模様の中、傘をさしてカッパに身を包んでの

ウォークとなりました。 

まずは、棚倉孫神社へ向かい、秋の収穫祭に隔年で繰り出

される「ずいき神輿」を見て、実際の「ずいき」で作られていた

のに驚いていました。 

今回は何んといっても「とんちの和尚さん」として有名な「一

休寺」を訪ねることを楽しみにしていました。 

一休禅師が６３歳の時に復興させ、８８歳で生涯を閉じるまで

晩年をこの寺で過ごしたことにより「一休寺」の通称で知られる

ようになったと言われています。 

この日も雨の中を訪ねてお抹茶（４５０円）をいただいている人達がおられました。 

途中昼食は田辺公園のあづま屋で取り、折しも雨の激しい中での昼食となりました。 

少し小振りとなり、次は「酒屋神社」へと向かい、「酒飲みは参っていかんとなぁ～」と

声をそろえてのお参りとなりました。 

一路同志社大学の広大な敷地を横手に歩き、

菜の花畑で「ご自由にお取りください」と表

示されておったので、菜の花を積み大きなビ

ニール袋２つに入れて持ち帰りました。 

同志社大学のキャンパスにも入らせてもら

って、「筒城宮伝承地」を見て、枝垂れ桜などを見て、ＪＲ同志

社駅前近くでストレッチをして、一路大阪へと向かいました。 

途中徳庵駅で下車して、「亀寿司」店へ立ち寄り、巨人ファン

の店で、原 辰徳のバッドを見せてもらい、記念写真を撮り、こ

の日は楽しい酒盛りとなりました。 



 ２００５年度９チーム、１リーグで開始した年間団体リーグ戦も２０１３

年度は、また９チームが増え、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ、６リーグとなり、合

計５４チームの参加となりました。３ダブルスの団体戦で少なくても６人の選手が参加し

ますので会場はとっても賑やかに盛り上がります。この団体戦は大阪テニス協、独自のロ

ーカルルールを採用しています。チームが増えるに従いトラブルも発生するようになって

きました。スポーツはマナーとルールを守ってこそ、お互いに安心して楽しくプレイが出

来ます。 

大会案内・大会要項でルールを記載してしっか

りと説明していますが、トラブルの有ったチーム

から知らなかった、読んでなかったとの声が聞か

れました。常任理事の会議で一方的に大会要項を

配るだけでは各チームに伝わらないと反省しま

して、年間団体リーグ戦を立ち上げて初めての説

明会を開催する事となりました。 

５４チームですので連盟事務所会議室には入

りきれませんので、３月２６日・２９日・４月２

日と３回に分けて行いました。担当者からの説明

を聞いてもらい、質問へと移り１時間の予定を大

幅に超す活気ある説明会となりました。全チーム

の参加を得て、無事に３日間を終える事が出来、皆さんに感謝しています。今年度の団体

リーグ戦もきっと盛り上がりを見せると事でしょう！！！ 
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５月１２日（日）に、エルおおさか（大阪府立労働センター）にて“渡されたバトン”（監督：

池田 博穂、脚本：ジェームス三木）の上映会が、ヘルスコープ大阪の取り組みで開催されます。 

この映画の試写会を観た室谷 雄二氏は、『次から次、胸に迫るシーンが続く。なぜ胸に迫ってく

るのか、この映画が住民運動で原発建設を阻止した実話をベースに造られているからだと思う。「金

で動かせないものはない」と原発マネーが街を、そして家族を二分させる。「推進派」だった親父

が最期、病床で原発反対の折鶴を隠れて折っていたところを家族が知る。親父は、ベットの周りを

囲んだ妻、子供、孫家族みんなに手をつながせ、「バトンは渡した。後は好きにやれ」のシーンは

原発。「町の将来は自分たちで決めよう」と訴えているのだ』と感想を寄せています。 

ぜひ、参加しましょう。 

 

日  時  ５月１２日（日） 

上映時間  ①10:30 ②13:30 ③16:30  

料  金  ９００円（ﾍﾙｽｺｰﾌﾟ会員価格） 

お問い合わせ ０６-６９１５-８８５５ 

（ﾍﾙｽｺｰﾌﾟおおさか） 


